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イトウ親魚を尻別川にお返ししました

オビラメの会のメンバー

尻別川は日本一の清流の河川なのに、イトウの姿が見られなくなって久しい。

「昭和初期には、（農具）のフォークで突いてイトウを獲っている人もいた」と草島清作さん（「オビ

ラメの会」会長）が語っていたのは、昔話なのか。それとも伝説になってしまったのか。本当にこの川

に1ｍを超える魚がすんでいたのかと疑ってしまいますが、事実です。

もう一度、尻別川にイトウを呼び戻そうとしている人たちがいます。「オビラメの会」のメンバーで

す。それも、単に川にイトウがいればいい、というのではなく、尻別川固有の遺伝子を持ったイトウの

復元に夢をかけている。2030年までに完全復元を果たすために、今も挑戦が続いています。

今月は、イトウの復元活動を通じて、河川環境を考えてみました。

「
オ
ビ
ラ
メ
の
会
」
っ
て

ど
ん
な
組
織
な
の
？

オ
ビ
ラ
メ
と
は
、
日
本
最
大
の
淡
水
魚
で
あ
る
イ
ト
ウ

を
呼
ぶ
と
き
の
名
前
で
、
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
会
の
名
前
も
こ
こ
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
７
０
年
代
に
は
尻
別
川
で
も
１
ｍ
を
超
す
イ
ト
ウ

が
釣
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
河
川
改
修
な
ど
の
生

息
環
境
の
変
化
に
よ
り
繁
殖
場
所
が
失
わ
れ
、
１
９
９
０

年
代
に
は
「
幻
の
魚
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
釣
り
愛
好
家
や
研
究
者
そ
し
て
地
元
住
民
が
、

尻
別
川
の
イ
ト
ウ
個
体
群
を
復
元
す
る
た
め
に
、
30
年
か

け
て
変
質
し
た
尻
別
川
の
生
息
環
境
を
こ
れ
か
ら
30
年
か

け
て
復
元
し
て
い
こ
う
と
１
９
９
６
年
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
国
際

協
力
に
携
わ
る
民
間
団
体
の
組
織
）
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
２
０
３
０
年
の
解
散
を
決
め
て
い
る
組
織
で

す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て

○
尻
別
イ
ト
ウ
の
遺
伝
子
確
保
の
た
め
、
人
工
増
殖
を
試

み
て
い
ま
す
。

○
尻
別
川
の
自
然
調
査
を
通
じ
て
、
イ
ト
ウ
生
息
地
復
元

の
た
め
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

○
尻
別
川
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
を
研
究
し
、
イ
ト
ウ
生
息

地
復
元
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
イ
ト
ウ
保
護
の
必
要
性
を
世
論
に
訴
え
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
学
校
な
ど
に
協
力
し
て
、
イ
ト
ウ
を
は
じ
め
と

す
る
自
然
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
ま
す
。

な
お
、「
オ
ビ
ラ
メ
の
会
」
の
活
動
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
に
よ
る「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
２
０
１
５
」

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

尻別川の未来を考える

OBIRAME RESTORATION GROUP

オビラメの会



広報ニセコ2

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

特
　
集

を守れ！

イ
ト
ウ
っ
て

ど
ん
な
魚
な
の
？

イ
ト
ウ
は
サ
ケ
科
魚
類
で
、
日
本
で
は
か
つ
て
青
森
県

に
も
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
北
海
道
だ
け
で
、

尻
別
川
は
野
生
の
イ
ト
ウ
が
生
息
し
て
い
る
南
限
の
川
で

す
。河

川
で
生
活
す
る
イ
ト
ウ
は
、
春
に
上
流
部
で
産
卵
し
、

夏
期
は
中
･
上
流
域
で
過
ご
し
、
晩
秋
に
は
下
流
部
で
越

冬
す
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、
海
に
下
る
イ
ト
ウ
も
一
部

見
ら
れ
ま
す
。

体
形
は
、
他
の
サ
ケ
科
魚
類
に
比
べ
る
と
体
高
が
低
く
、

大
き
な
口
に
強
力
な
顎
。
多
数
の
鋭
い
歯
を
隠
し
持
っ
て

い
ま
す
。

大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
１
９
３
７
年
に
十
勝
川
で
２
ｍ

10
cm
の
イ
ト
ウ
が
捕
獲
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
ま
た
尻
別

川
で
も
１
ｍ
53
cm
が
捕
獲
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
雌

は
６
〜
７
歳
、
雄
は
４
〜
６
歳
で
40
cm
程
度
に
成
熟
し
、

産
卵
後
は
サ
ケ
と
違
い
死
ぬ
こ
と
も
な
く
、
一
生
の
間
に

何
回
も
産
卵
を
繰
り
返
し
ま
す
。
10
年
あ
ま
り
で
１
ｍ
に

達
し
、
寿
命
は
非
常
に
長
く
、
15
年
か
ら
20
年
は
生
き
ま

す
。全

長
10
cm
ま
で
は
主
に
水
生
昆
虫
の
幼
虫
を
食
べ
ま
す

が
、
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
魚
食
性
が
強
く
な
り
、

大
型
の
個
体
は
カ
エ
ル
、
ヘ
ビ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
も
捕
食
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

種
の
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
イ
ト
ウ
は
、
２
０
０
１

年
に
北
海
道
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
、
２
０
０
６
年
に

は
国
際
自
然
保
護
連
合
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
最
上
位
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
環
境
省
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
で
も
近
い
将
来
に
お
け
る
絶
滅
の
危
険
性
が
高
い

種
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日本最大の淡水魚 絶滅危
惧種

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ
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２
０
０
１
年
に
は
、
オ
ビ
ラ
メ
復
活
30
年
計
画
を
作
成

し
た
ほ
か
、「
尻
別
川
の
新
し
い
ル
ー
ル
」
を
提
案
し
ま
し

た
。
ま
た
、
生
態
系
の
復
元
に
は
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や

方
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
専
門
家
を

招
い
て
の
勉
強
会
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
イ
ト
ウ
を
絶
滅
か
ら
守
る
た
め
に
、
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
稚
魚
の
誕
生
に
成
功
し
ま
し
た
。

釣
り
人
や
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
は
じ
め
、
近
藤
小
学
校
、
宮
田
小
学

校
な
ど
の
児
童
に
稚
魚
飼
育
の
依
頼
や
稚
魚
放
流
も
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
選
定
し
た
放
流
地

点
で
の
事
前
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
関
係
機
関
へ
の
協
力
依
頼
や
倶
登
山
川

落
差
工
改
修
の
要
望
を
は
じ
め
、
尻
別
川
圏
域
河
川
整
備

計
画
検
討
委
員
会
宛
に
イ
ト
ウ
個
体
群
復
元
に
向
け
て
の

提
言
を
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
２
０
０
９
年
に
は
、
倶
登
山
川
１
〜
３
、

５
号
落
差
工
に
魚
道
が
付
設
さ
れ
（
４
号
落
差
工
の
魚
道

完
成
は
翌
年
）、倶
知
安
町
内
の
尻
別
川
支
流
で
イ
ト
ウ
の

自
然
繁
殖
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

流
域
で
20
年
ぶ
り
の
再
発
見
で
す
。

２
０
１
１
年
か
ら
は
、
イ
ト
ウ
の
自
然
繁
殖
の
確
認
と

イ
ト
ウ
採
捕
自
粛
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
繁
殖
期
に
合
わ

せ
、
24
時
間
体
制
で
「
見
守
り
隊
」
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
年
に
、
尻
別
川
流
域
７
町
村
で
策
定
し
た

「
尻
別
川
統
一
条
例
」に
イ
ト
ウ
保
護
条
項
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
１
２
年
は
、
会
員
に
と
っ
て
大
願
成
就
の
年
に
な

イ
ト
ウ
は
、
生
息
河
川
ご
と
に
遺
伝
的
固
有
性
を
持
つ

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
他
河
川
か
ら
の
イ

ト
ウ
の
放
流
は
交
配
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
オ
ビ
ラ
メ

の
会
の
ポ
リ
シ
ー
は
、
あ
く
ま
で
も
尻
別
川
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
遺
伝
子
を
守
り
、
そ
し
て
増
や
す
こ
と
で
す
。

オ
ビ
ラ
メ
の
会
で
は
過
去
５
年
間
、
尻
別
川
水
系
の
各

河
川
を
下
流
部
か
ら
上
流
部
ま
で
を
調
査
し
ま
し
た
が
、

産
卵
床
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
２
年
魚
（
約
17
cm
）
１
匹

で
し
た
。
そ
こ
で
、
知
事
の
特
別
許
可
を
得
て
、
刺
し
網

法
に
よ
る
成
魚
の
捕
獲
を
２
度
試
み
る
も
失
敗
に
終
わ
り

ま
し
た
。

絶
滅
寸
前
の
個
体
群
を
復
元
す
る
に
は
、
ま
ず
絶
滅
原

因
の
解
明
と
そ
の
除
去
を
行
い
、
そ
の
後
に
種
苗
（
稚
魚
）

を
放
流
し
て
定
着
を
図
る
、
と
い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。

尻
別
川
で
の
イ
ト
ウ
の
自
然
増
殖
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

人
工
孵
化
放
流
を
試
み
る
方
針
を
立
て
、
尻
別
川
で
捕
獲

し
た
親
魚
を
飼
育
し
、
最
終
手
段
と
し
て
人
工
授
精
で
イ

ト
ウ
の
復
活
を
目
指
し
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
が

を
絶
滅
か
ら
守
る
！

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

オビラメ復活30年計画

2030年 オビラメの会解散

放流種種の確保
再生産拠点の探索

2010年 人工種種の放流

生産拠点の確立
釣りルールの確立

2020年 河川全域への展開

イトウのすめる
釣れる尻別川

イイイインンンンタタタタビビビビュュュューーーー
設立当初から事務局長として、「オビラメの会」を牽引してき

た吉岡さんが、今年11月、20年を節目に退任しました。会の
運営をはじめ、飼育池の管理や繁殖期の見守り、採卵や放流な
ど多岐にわたって携わってきましたが、今後は理事として会を
支えていきます。
吉岡さんに「オビラメの会」に対する思いやイトウ復元に向

けての課題をうかがいました。
〔イトウの復元に有効な手だてはありますか？〕
サケやマスなどは、水産資源保護法や北海道内水面漁業調整

規則などによって、採補が禁止されています。イトウも北海道
レッドデータブックや国際自然保護連合のレッドリストに指定
されている間は、「尻別イトウ」に対する独自のルールづくりが
必要と考えます。
〔活動について、課題となっていることは？〕
イトウに対して危機意識を持っているのは、都会（札幌や東

京など）に住んでいる会員が多く、地元（ニセコ）の人は少な
い。実際に、目が届く地元の人に関心を持ってもらわないと、
イトウの復元は行き詰ってしまう。できれば、1人でも多くの
町民が会員になって一緒に活動してほしいです。
〔吉岡さんが描くイトウのいる尻別川は、どんな川ですか〕
日本一の清流にイトウが泳いでいる姿

が橋の上からも見ることができ、絶滅危
惧種のラベルが外れたイトウ釣りを初
夏から秋まで楽しめる川になれば、多
くの釣り人でニセコは賑わうでしょ
う。それは河川環境や釣り人のマナ
ーが守られての話です。私たちは、
尻別川の清流と豊かさを将来の世代
に引き継ぐ責務があります。

オビラメの会
吉岡俊彦さん
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こ
の
親
魚
の
人
工
孵
化
を
繰
り
返
し
、
稚
魚
を
放
流
し

て
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
自
然
産
卵
へ
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
今
年
も
５
シ
ー
ズ
ン
連
続
で
、
再
導
入
イ
ト
ウ
の

自
然
産
卵
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

飼
育
池
は
再
導
入
活
動
を
支
え
て
い
る
大
切
な
施
設
で

す
。
通
常
は
盗
難
を
防
ぐ
た
め
飼
育
池
の
場
所
は
非
公
開

に
し
て
い
ま
す
が
、
有
島
ポ
ン
ド
は
自
由
に
見
学
で
き
る

よ
う
に
造
成
し
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
に
イ

ト
ウ
個
体
群
復
元
の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
地
域
全

体
で
見
守
り
、
保
護
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

す
。ま

た
、
イ
ト
ウ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

イ
ト
ウ
研
究
の
第
一
人
者
の
川
村
洋
司
さ
ん
監
修
に
よ
る

「
ボ
ク
ら
、
イ
ト
ウ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
製
作
し
、
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

イ
ト
ウ
は
河
川
の
生
態
系
の
頂
点
に
位
置
す
る
生
き
物

で
す
。
イ
ト
ウ
の
生
活
圏
は
上
流
か
ら
下
流
ま
で
、
流
域

の
連
続
性
を
最
も
必
要
と
す
る
魚
で
す
。
つ
ま
り
、
イ
ト

ウ
が
す
ん
で
い
る
川
は
全
て
の
魚
が
豊
富
に
す
め
る
川
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

尻
別
川
の
イ
ト
ウ
が
急
減
し
た
の
は
、
十
分
な
食
べ
物

や
適
切
な
隠
れ
場
所
な
ど
の
生
育
環
境
の
悪
化
や
、
釣
り

人
に
よ
る
採
捕
と
い
う
よ
り
も
、
ダ
ム
な
ど
の
工
作
物
に

よ
っ
て
親
魚
が
繁
殖
場
所
に
た
ど
り
着
け
な
く
な
っ
た
こ

と
が
最
大
の
原
因
で
す
。

イ
ト
ウ
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
河
川
の
生
態
系
を
守

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
河
川
全
体
の
環
境
を
改
善
し
な
い

と
イ
ト
ウ
の
復
元
は
無
理
で
す
。
一
度
失
っ
た
環
境
を
復

元
す
る
に
は
長
い
年
月
が
必
要
で
す
が
、
時
間
を
か
け
て

も
元
に
戻
ら
な
い
の
が
自
然
で
す
。

オ
ビ
ラ
メ
の
会
は
、
流
域
全
体
の
生
態
系
の
保
全
･
復

元
を
す
る
た
め
に
、
多
く
の
関
係
機
関
に
呼
び
か
け
、
理

解
や
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
魚
道
等

の
設
置
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
地
道
な
活
動

を
続
け
な
が
ら
、
２
０
３
０
年
の
解
散
に
向
け
て
、
尻
別

川
の
イ
ト
ウ
個
体
群
の
完
全
復
元
（
自
然
繁
殖
）
を
果
た

す
た
め
「
オ
ビ
ラ
メ
復
活
30
年
計
画
」
を
遂
行
し
て
い
き

ま
す
。

イ
ト
ウ
の
完
全
復
元
の
活
動
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
ニ
セ
コ
か
ら
世
界
に
発
信
で
き
る
活

動
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

り
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
秋
と
０
５
年
春
に
試
験
放
流
し

た
人
工
孵
化
イ
ト
ウ
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
１
ペ
ア
が
、

親
魚
と
な
っ
て
自
力
で
※

再
導
入
川
の
尻
別
川
支
流
に
回
帰

し
、
正
常
な
産
卵
を
行
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
イ
ト
ウ
の
再
導
入
実

験
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
「
尻
別
イ
ト
ウ
」
を
絶
滅
の
危
機

か
ら
救
う
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
の
活
動
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
飼
育
し
て
い
る
イ
ト
ウ
は
、
倶
知
安
の
飼
育
池

に
70
〜
90
cm
が
33
匹
、
有
島
ポ
ン
ド
（
有
島
記
念
舘
公
園

内
の
飼
育
池
）
に
60
〜
85
cm
が
40
匹
の
合
計
73
匹
い
ま
す
。

す
べ
て
が
人
工
孵
化
で
誕
生
し
、
親
魚
に
な
っ
た
イ
ト
ウ

で
す
。

イ
ト
ウ
を
守
る
こ
と
は

生
態
系
を
守
る
こ
と
！

※
再
導
入
＝
歴
史
的
に
分
布
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
種
が
す
で
に
絶
滅
、
ま
た

は
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
場
所
に
、
再
び
同
種
を
定
着
さ
せ
る
よ
う
試
み
る
こ
と

有島ポンド造成作業

有島ポンド全景

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

イ
ト
ウ

み
ん
な
の
理
解
が

の
復
活
に
つ
な
が
る
！
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平成28年度

上半期の予算の
執行状況
町では地方自治体法およびまちづくり基本条例第45条の規定により年2回、財政状況の公表を行って
います。そこで今回は、平成28年度上半期（4月～9月）の町の財政状況をお知らせします。

依
　
存
　
財
　
源

自
主
財
源

歳入予算
46億693万円

収入済額
24億7,508万円（52.2％）

交付金など 1億6,888万円
自治体の実状に合わせて交付されます

町税 6億5,879万円
住民税、固定資産税など

使用料・手数料他 3億243万円
公営住宅料、ごみ処理手数料など

諸収入 1億7,241万円
給食費やさまざまな事業の実費負担など

繰入金 2億1,208万円
老人保健会計からの繰入。基金（貯金）
の繰入など

国・道支出金 6億9,984万円
道路や公営住宅の建設に伴う補助金など

町債 4億3,750万円
建設工事など大きな事業を行うときに
借り入れします

地方交付税 19億5,500万円
標準的な町の財政規模を定め、不足する
お金が国から交付されます

交付金など 8,183万円（48.5％）

町税 4億8,995万円（74.4％）

使用料・手数料他

諸収入 3,805万円（22.1％）

2億8,758万円（95.1％）

国・道支出金
1億6,315万円 （23.3％）

地方交付税
13億326万円（68.7％）

※(　)は予算の執行率

年
度
の
全
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
比
３
４

８
０
万
円
増
の
50
億
４
６
６
０
万
円
で
す
。

主
な
大
型
公
共
事
業
と
し
て
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
増
築

機
能
向
上
事
業
、
公
営
住
宅
改
善
事
業
（
富
士
見
団

地
ほ
か
）、
町
道
整
備
事
業
（
羊
蹄
近
藤
連
絡
線
・
北

栄
中
通
ほ
か
）、水
道
設
備
機
器
等
更
新
事
業
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
27
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
分
と
し
て
、
予
算
１
億
３
１
２
９
万
円
を
平

成
28
年
度
に
繰
越
し
、
地
方
創
生
関
連
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

９
月
末
時
点
の
予
算
総
額
は
、
予
算
の
補
正
に
よ

り
、
全
会
計
・
繰
越
予
算
合
わ
せ
て
54
億
３
４
６
９

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
一
般
会
計
》

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
42
億
３
千
万
円
で
、
前

年
比
１
億
６
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
月
末
ま
で
に
、
ニ
セ
コ
高
校
生
の
全
国
大
会
出

場
補
助
や
中
央
倉
庫
群
を
活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
事

業
、
畜
産
事
業
者
の
事
業
展
開
を
支
援
す
る
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
補
助
、
台
風
な
ど
の
暴
風
被
害
の
復

旧
経
費
な
ど
２
億
４
５
６
４
万
円
の
予
算
の
増
額
補

正
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
予
算
後
の

一
般
会
計
予
算
額
は
46
億
６
９
３
万
円
（
繰
越
分
含

む
）
と
な
り
、
前
年
比
３
２
５
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
の
執
行
状
況
は
、
歳
入

が
46
億
６
９
３
万
円
の
予
算
に
対
し
、
24
億
３
８
１

万
円
が
収
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
、
町
の
大
き
な
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

の
う
ち
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
前
年
度
比
５
４
４

万
円
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
町
税
は
、

４
６
９
５
万
円
と
大
き
く
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
執
行
状
況

今
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歳出予算
46億693万円

執行済額
17億7,438万円（38.5％）

その他 6,113万円
議会、災害など

商工費 1億1,154万円
観光、商工振興など

総務費 12億1,530万円
広報、にこっとBUS、庁舎管理、
人件費など

公債費 7億3,491万円
町債（借金）の返済

土木費 4億9,141万円
除雪、道路建設維持、公営住宅管理など

民生費 5億4,967万円
福祉事業など

農林水産業費 3億2,422万円
農地・農道整備、森林整備など

衛生費 3億1,465万円
簡易水道、健康づくり、ごみ処理など

消防費 1億6,767万円
消防活動、救急業務など

教育費 6億4,967万円
各学校・幼児センターの管理、スクール
バス、有島記念館の管理など

その他

商工費

2,755万円（45.1％）

3,721万円（33.4％）

総務費 5億1,919万円（40.6％）

公債費

教育費 2億7910万円（38.3％）

1億9,872万円（37.0％）

3億6,582万円（42.7％）

民生費

農林水産業費 8,364万円（25.8％）

消防費 1億90万円（60.2％）

衛生費 1億712万円（34.0％）

土木費 8,512万円（17.3％）

 

国民健康保険事業 

後期高齢者 
医療保険事業 

簡易水道事業 

公共下水道事業 

予算額 

歳入額 
歳出額 

農業集落排水事業 

2億5,989万円 

2億9,697万円 

2億1,360万円 

600万円 

7,966万円(30.7%)　 
 

1億778万円(41.5%)　 
 

6,811万円(31.9%) 
 

7,422万円(25.0%)

4,282万円(14.4%) 
 

32万円(5.3%) 
 
182万円(30.3%) 
 

1,799万円(8.4%) 
 

1,510万円(29.4%) 
 1,164万円(22.7%) 
 

5,130万円 

年
度
の
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
町
財
政
の

安
定
的
運
営
や
公
共
施
設
整
備
の
た
め
、
２

億
９
０
０
万
円
の
基
金
（
貯
金
）
を
活
用
す
る
見
込

み
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
安
定
的
・
持
続
的
な
財

政
運
営
の
た
め
に
、
歳
入
の
確
保
や
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
適
正
な
歳
出
予
算
の
執
行
に
よ
っ
て
、
基
金

の
活
用
（
取
崩
）
額
の
圧
縮
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
歳
出
で
は
17
億
７
４
３
８
万
円
を
支
出
し
、

各
種
公
共
事
業
の
ほ
か
、
教
育
・
健
康
・
子
育
て
・

福
祉
・
産
業
振
興
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
債
（
借
金
）
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
、
当
初
予

算
７
億
３
４
９
１
万
円
で
、
前
年
度
比
８
３
４
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
事
業
の
継
続
的
な
見
直
し
を
徹
底
し
、
歳

出
予
算
の
効
率
的
執
行
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
の
維
持
発
展
に
向
け
た
必
要
な
施
策
を
展
開
し
、

か
つ
、
将
来
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
た
め
、
中
・
長

期
的
な
視
点
に
よ
り
事
業
の
優
先
順
位
付
け
を
行
い
、

計
画
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

《
特
別
会
計
》

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
安
定

運
営
の
た
め
に
必
要
な
予
算
、
安
全
で
お
い
し
い
水

の
提
供
な
ど
水
道
や
下
水
道
に
必
要
な
予
算
を
、
一

般
会
計
と
は
別
の
会
計
と
し
て
区
分
け
し
経
理
し
て

い
ま
す
。

５
つ
の
特
別
会
計
の
当
初
予
算
の
合
計
は
８
億
１

６
６
０
万
円
で
、
前
年
度
比
１
億
２
５
２
０
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
型
事
業
と
し
て
、
水
道

施
設
や
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
着
手
し
て

い
る
た
め
、
予
算
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
執
行
状
況

今
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『ニセコ町水道ビジョン』

ニ
セ
コ
町
の
水
道
水
は
、
自

然
豊
か
な
環
境
の
中
、
ニ
セ
コ

の
山
々
に
降
る
大
量
の
雪
な
ど

が
地
下
に
浸
透
し
、
約
15
年
も

の
年
月
を
か
け
て
羊
蹄
山
や
ニ

セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
な
ど
の
地
中

を
通
り
浄
化
さ
れ
、
湧
出
し
た

良
質
な
水
を
も
と
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
の
水
道
水
を
毎
日

口
に
し
て
い
る
み
な
さ
ん
は
気

づ
き
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
水
質
は
、
遠
く
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
が
お
い
し
い
水

を
求
め
て
ニ
セ
コ
ま
で
汲
み
に

来
る
ほ
ど
良
質
な
も
の
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
お
い
し
く
て

安
全
な
ニ
セ
コ
の
水
道
水
を
み

な
さ
ん
に
届
け
る
た
め
、
日
々

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
水
道
施

設
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
将
来
に
渡
っ
て
こ

の
ニ
セ
コ
の
水
を
み
な
さ
ん
の

お
宅
に
届
け
る
た
め
、
改
善
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
も
あ
り
ま
す
。

水
道
の
収
支
は
、
原
則
す
べ

て
の
経
費
を
水
道
料
金
や
水
道

施
設
を
作
る
時
に
受
け
る
補
助

金
な
ど
の
収
入
で
ま
か
な
う
よ

う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
町
の
会
計
の
中
で
も
『
簡

易
水
道
会
計
』
と
し
て
、
住
民

税
・
固
定
資
産
税
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
収
入
を
も
と
に
す
る

『
一
般
会
計
』や
国
民
健
康
保
険

税
を
収
入
と
す
る『
国
保
会
計
』

な
ど
と
区
別
し
て
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
（
グ
ラ
フ
１
）。

し
か
し
、
ニ
セ
コ
町
の
よ
う

な
小
規
模
自
治
体
で
は
、
広
い

面
積
や
水
道
管
の
長
さ
に
対
し

て
使
用
す
る
戸
数
が
少
な
い
た

め
、
札
幌
な
ど
の
大
都
市
と
比

べ
る
と
料
金
収
入
が
と
て
も
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
ニ
セ
コ
町
の
水
道
会
計
は
、

水
道
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費

を
水
道
使
用
料
だ
け
ま
か
な
う

事
が
で
き
ず
、
不
足
す
る
分
は

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
し

て
い
ま
す
。

多
く
の
人
を
ひ
き
つ
け
る

ニ
セ
コ
町
の
水

水
道
会
計
の
仕
組
み

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H23 H24 H25 H26 H27

水道料金収入額 
一般会計からの繰入金額 
水道事業の支払総額 

 

グラフ１　過去5年間の水道料金収入と繰入金額

（単位：万円）

《基本的な水道会計の考え方》

水道収入（料金＋施設建設に充てられる補助金

や借入金）

－水道経費（運営経費＋建設費＋返済費）

＝黒字（施設更新の費用として積立）

※ニセコ町など小規模自治体では料金収入が少ない
ため赤字となっています
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づ
く
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町
で
は
、
現
在
の
水
道
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
の

か
を
洗
い
出
し
、
町
の
水
道
の

将
来
像
と
進
む
べ
き
方
向
性
を

定
め
る
、
水
道
の
総
合
計
画
と

い
え
る
『
ニ
セ
コ
町
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
』
の
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
水
道
事
業
に

詳
し
い
有
識
者
と
町
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
公
募
し
た
委
員
に
よ

る
「
ニ
セ
コ
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
委
員
会
」
を
10
月
に
組
織

し
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
で
は
、

１
月
下
旬
に
開
催
す
る
次
の
委

員
会
で
そ
れ
ま
で
に
ま
と
め
た

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
案
の
内
容
を
再

度
検
討
し
、
最
終
案
を
２
月
ご

ろ
に
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
公
表

す
る
予
定
で
す
。

平
成
29
年
度
に
は
今
年
度
策

定
す
る
ニ
セ
コ
町
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
と
に
、
施
設
更
新
の
優

先
順
位
づ
け
や
施
設
機
能
の
統

の
返
済
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
時
建
て
た
施
設
を
今
で
も
利

用
し
、
そ
の
利
便
を
受
け
て
い

る
私
た
ち
も
、
水
道
料
金
で
建

設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
２
）。

水
道
管
や
配
水
池
な
ど
の
水

道
施
設
は
土
の
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
た
め
、
目
に
は
つ
き
に
く

い
で
す
が
年
々
少
し
ず
つ
劣
化

し
て
い
き
ま
す
。
使
用
期
限
を

越
え
た
施
設
は
、
管
が
ひ
び
割

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
り
、

き
ち
ん
と
し
た
処
理
が
で
き
な

く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
す
頻
度
が
高
く
な

る
た
め
、
施
設
の
更
新
が
必
要

と
な
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
３
）。

現
在
、
み
な
さ
ん
が
使
っ
て

い
る
水
道
に
か
か
る
経
費
に
は
、

水
道
水
を
作
り
、
各
家
庭
に
届

け
る
た
め
の
経
費
だ
け
で
な
く
、

施
設
を
建
設
し
た
当
時
の
建
設

費
に
充
て
た
地
方
債
（
借
金
）

廃
合
の
検
討
な
ど
を
通
し
て
、

よ
り
具
体
的
な
水
道
施
設
更
新

計
画
を
た
て
、
将
来
必
要
と
な

る
年
度
ご
と
の
経
費
の
洗
い
出

し
を
行
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
今
後
の
水
道
料
金

収
入
を
試
算
し
、
将
来
必
要
と

な
る
経
費
か
ら
予
想
水
道
料
金

収
入
を
差
し
引
い
た
差
額
を
算

出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
算

出
し
た
差
額
を
こ
れ
ま
で
と
同

様
、
単
純
に
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
将
来

必
要
と
な
る
経
費
の
更
な
る
見

直
し
や
圧
縮
、
ま
た
必
要
に
応

じ
て
水
道
料
金
や
料
金
区
分
の

見
直
し
も
含
め
検
討
を
進
め
ま

す
。現

在
、
安
心
し
て
こ
の
町
の

お
い
し
い
水
を
使
っ
て
い
る
私

た
ち
同
様
、
50
年
後
、
１
０
０

年
後
に
こ
の
町
で
暮
ら
す
町
民

の
み
な
さ
ん
へ
、
安
全
で
良
質

な
水
を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
意
見
・
問
合
せ
／

上
下
水
道
課
維
持
係
　

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
重
森
・
石
山

水
道
事
業
の
残
り
の
借
金
と

現
役
世
代
の
負
担

水
道
施
設
の
経
過
年
数
と

そ
の
更
新
費

ニ
セ
コ
町
水
道
が
目
指
す

将
来
の
姿
『
ニ
セ
コ
町
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
』

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

グラフ2
水道施設にかかる地方債（借金）残高

グラフ3
各地区の経過年数と残存年数
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※施設の更新工事などで新たに地方債
　を借りた場合は、残高が加算され、
　返済期間が延びます。

年度

万円

0 10 20 30 40 50 60

　
年数

桂地区

二瀬尾温泉郷地区

宮田小花井地区

市街地区

近藤地区浄水場

いこいの村地区

ニセコ地区

曽我地区第1浄水場

宮田里見地区

曽我地区第2配水場

曽我地区第2浄水場

近藤地区第2配水場

近藤地区第2浄水場

福井地区

経過年数 残存年数

本年度発生した水道管破裂事故のようす。
老朽化が進むと破損の可能性が高まります
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一生懸命がんばったね！
小学校の学芸会

中高生を対象とする第28回有島武
郎青少年公募絵画展の表彰式が11月
5日、有島記念館で行われました。
応募総数は266点（高校126点、

中学140点）で札幌大谷高校1年生
の福地花凜さんの油絵「日常」が、
最高賞の有島武郎賞に輝きました。
なお、ニセコ中学校からは、小川莉
奈さん、清野由宇華さん、藤本奈緒
さんの作品が入選しました。
審査委員長からは、「この絵画展は

道内でも審査が厳しく、レベルが高
い。ここ数年、絵画技術向上がみら
れ、自分のイメージの表現が的確に
なってきている」との講評がありま
した。
展示された絵画からは、若い感性

が伝わってくる作品も多く、とても
見応えがありました。

一緒に収穫したよ
九条ネギ収穫体験

制作技術に高い評価
有島武郎青少年公募絵画展表彰式

受賞作品を見に会場は多くの人が訪れました

うまく切れるかな。たくさん収穫しようね

2年生の劇「おばけじぞう」。きつねが化けたお地蔵さんはどれかな

3年生から6年生まで
の劇「マッチ売りの
少女」では見ている
人を感動させました

（近藤小学校）

1,2年生の劇「どろぼうがっこう」
では、こどもたちは緊張の中でも
精一杯演じました（近藤小学校）

「似合ってますか」ゾンビ
風メイクに挑戦しました

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

秋も深まった町内のニセコ小学校と近藤小学校で学芸

会が行われました。

10月16日㈰に行われたニセコ小学校の学芸会では、

1年生から6年生までの児童が練習してきた劇や音楽を

披露し、会場からは大きな拍手が沸き起こりました。

11月12日㈯には近藤小学校で学芸会が行われまし

た。演劇では大きな声で元気いっぱいの姿や長い台詞を

覚え練習の成果を発揮しました。音楽では、全校児童で

羊蹄太鼓を演奏するなど、たくさんの出演を見事にこな

しました。

両校の児童は短い期間での準備や練習で大変そうでし

たが、会場に来ていた保護者や地域の人たちに大きな感

動を与えました。

幼児センター年長組の園児が10月

28日、ニセコ高校のハウスで高校生

が育てた九条ネギを収穫しました。

この収穫体験は4月にも行われ、今

回は2回目となります。

指導役の高校生と一緒に園児たち

はハサミで九条ネギを収穫しました。

園児の中にはネギの成分が効いたの

か、涙を流しながらも、夢中になっ

て収穫する姿が見られました。

自分たちが収穫し、袋いっぱいに

入ったネギを見た園児たちは「家に

帰ってお母さんに料理をしてもらう」

などと満足したようすでした。また、

この日収穫したネギは後日幼児セン

ターの給食でも提供されました。
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昨年から発掘調査が続けられている

西富遺跡の現地見学会が、11月3日に

行われました。あいにくの小雨模様で

したが、発掘調査にあたっている北大

埋蔵文化財調査センターの高倉純氏と

北大国際本部の鈴木建治氏から、現場

の状況と西富遺跡の重要性について説

明がありました。

西富遺跡からは、旧石器時代の人た

ちが狩猟の際に使用する投槍の一部で

ある細石刃などの出土があり、これは

「氷河期」にニセコ町内で人類が生活

を送っていたことを伝える貴重な資料

とのことです。また、縄文時代の手付

かずのストーンサークル（環状列石）

もあり、今後も調査が進められます。

ニセコ小学校5年生が春の田植え

から始めた農業体験の最終回が11月

2日㈬に行われました。

今回の体験では、10月の稲刈りと

はさがけ作業で乾燥した稲の脱穀・

もみすり・精米の作業を行いました。

子どもたちは初めての体験で慣れな

い手つきながらも、お米や作業につ

いての質問をしながら、積極的に作

業を進めました。

今回精米されたお米は家庭科の授

業で炊飯し、おにぎりにして食べる

予定です。

児童はこの体験を通して、農業や

食の大切さの理解を深めています。

貴重な文化遺産
西富遺跡現地見学会

待ちに待った収穫
食べ物の大切さを体感しました

お米は残ってないかな。一粒一粒大切にね参加者は講師の説明を熱心に聞きました

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

文化まつりの一環として、10月

29日から11月6日にかけ、町民セ

ンターではさまざまな催しが開かれ

ました。いもドーナツ試食会、やさ

しいヨガ教室の講習会や全町囲碁大

会が町民センターで開催されたほか、

期間中の3日間は、児童生徒の作品

展をはじめ、手芸・写真･短歌･俳

句・書道･あそぶっくの作品などが展

示されました。

多くの町民が足を運び、出展者の

心がこもった作品を楽しみました。

また、ピアノ演奏発表会も3日に

開催され、オープニング曲も含め54

曲が披露されました。

会場は、上達した我が子の演奏を

聴こうとお父さんやお母さんたちで

いっぱいでした。

会場にはさまざまな作品が展示されました

芸術･文化のふれあい！
ニセコ町文化まつり

11月1日、メルパルクホール東京

で開催された平成28年度町村監査委

員全国大会で、7年以上監査事務に

貢献し、その功績が顕著な方として、

代表監査委員の斎藤隆夫氏が平成28

年度町村監査功労者の表彰を受けま

した。

世界の一流ホテルで接客
ニセコ高校生の研修報告

町の監査事務に尽力
町村監査功労者表彰

町長に報告をする佐藤さん
受賞おめでとうございます

ニセコ高校観光リゾートコース4

年生の佐藤万優さんが、10月25日

に半年間のマレーシアでのホテル研

修の成果を町長に報告しました。

この研修は、町と「ニセコビレッ

ジ」を経営するYTLホテルとで人材

育成の連携協定を結んでおり、2年

ぶり2回目の派遣となります。

佐藤さんは、最初の1ヶ月間はビ

ジネスマナーや英語を勉強し、残り

の5ヶ月間はJWマリオネットとリッ

ツ・カールトンホテルでの研修で、

レストランの給仕や日本人客の対応

を担当しました。「部屋には髪の毛1

本でもあればクレームになる。クオ

リティの高いサービスの提供や厳し

さを学ぶことができました」と報告

してくれた佐藤さん。

卒業後はホテル業界での就職を希

望しており、この研修経験が生かさ

れればいいですね。



私たち2年生は、10月30日から
11月4日にかけてマレーシアへ見
学旅行に行きました。海外に行くこ
とが初めてだったので、｢英語でコ
ミュニケーションできるか｣、｢どん
な食べ物がでるのだろう｣という不
安な気持ちがありました。マレーシ
アに着くと、とても暑く、北海道と
の気温の差に驚きました。
1日目はクアラルンプールでの観

光、2日目はYTLスクールズとの交
流会、3日目はマラッカに行きまし
た。マレーシアは中華料理が多く、
和食とは違う味付けでしたが、私た
ちの味覚にも合っていておいしかっ
たです。一番印象に残っていること
は、YTLスクールズとの交流会です。
YTLの人たちとナプキン織りをした
り、テーブルマナーを学んだりしま

した。夜には、YTLの人にダンスを
披露してもらい、とても充実した見
学旅行になりました。
また、12月13日㈫午前9時から

町民センターにて校内実績発表大会
を行います。各専攻班が授業や放課
後の時間など1年間をとおして研究
調査した成果を発表します。足を運
んでいただければと思います。お待
ちしております。

マレーシアでの
見学旅行を終えて

農業クラブ　副会長　

2年　　中山　千央

映
像
の
水
面
す
が
し
き
ナ
ポ
リ
に
て
歌
う
人
あ
り
﹁
オ
オ
ソ
レ
ミ
ヨ
﹂
を
︵
藤
原
義
江
︶

斉
藤
　
敬
子

月
明
か
き
窓
辺
に
鳴
く
は
﹁
コ
ウ
ロ
ギ
﹂
か
耳
そ
ば
だ
て
て
夜
半

よ

わ

に
き
き
お
り

杉
野
　
恒
夫

町
民
み
なさん
の

参
加
ペ
ー
ジ
で
す

お
便
りを
お
待
ちして
ます
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ニセコ高校
農業クラブ

陽
だ
ま
り
の
落
葉
一
枚
栞

し
お
り

に
す

越
野
　
芳
枝

公
園
に
雪
虫
群
れ
て
子
等

こ

ら

帰
る

重
森
　
保
子

朗
々

ろ
う
ろ
う

と
吟
ず
る
人
の
暮
れ
の
秋

巾
下
　
正
子

陽
を
受
け
て
黄
葉
さ
ら
に
華
や
ぎ
ぬ

斉
藤
う
め
子

ourvoice
.........................................................................................................................................

私

の

意

見

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
や
、
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
が

気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
に

用
意
し
て
い
る
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

○
ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座

役
場
の
担
当
課
長
な
ど
が
発
表
者
と
な
っ
て
、

担
当
す
る
仕
事
の
現
状
や
課
題
を
お
知
ら
せ
し
、

町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
情
報
を
出

し
合
い
、
共
に
考
え
る
場
で
す
。

こ
の
講
座
は
、
重
要
な
課
題
が
あ
る
と
き
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
や
日
時
は
決
ま
り

し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

グ
ル
ー
プ
で
町
長
と
懇
談
し
た
い
場
合
は

『
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
お
む
ね
５
人
程
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
ら
、

町
長
が
指
定
の
場
所
に
う
か
が
い
ま
す
。
場
所

が
な
い
場
合
は
町
で
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、
各

課
長
や
担
当
者
の
専
門
的
な
話
が
聞
き
た
い
と

い
う
場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
程
な
ど
の
調
整
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
（
こ
の
ペ
ー
ジ
）
で
は
、

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が
、
町
の
人
や
、
お
す
す
め

の
場
所
な
ど
を
紹
介
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
４
人
の
レ
ポ
ー
タ
ー
の
人
た
ち
が
ニ

セ
コ
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
は
ニ
セ
コ
町
民
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
年
齢
制
限
も
、
あ
り
ま

せ
ん
！

文
章
を
書
く
の
が
好
き
な
人
、
ニ
セ
コ
の
事

を
も
っ
と
知
っ
て
み
た
い
人
、
な
に
か
新
し
い

事
を
始
め
た
い
人
、
ニ
セ
コ
が
好
き
な
人
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

左
記
の
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

の
方
法
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
広
報
広
聴
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スko

h
o
@
to
w
n
.n
is
e
ko
.lg
.jp

担
当
＝
谷
井
・
廣
田

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
、
町
の
広
報
広
聴
事
業
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お知らせ

●趣味の作品展示　出展者募集
あそぶっくでは2017年4月からの趣味の作品点字

に出展を希望される人を募集します。作品の展示期間

は2週間前後です。出展の希望や詳細を知りたい人は

あそぶっく事務局までお問い合わせください。

●あそぶっくクリスマスツリー
あそぶっく館内に天井まで届きそうな大きなクリス

マスツリーが登場します。みなさんで一緒にデコレー

ションを楽しみませんか。日程は未定ですが、12月上

旬を予定しています。詳細はあそぶっく事務局までお

問い合わせください。

●あそぶっくらぶクリスマス会
今年も楽器演奏と大型紙芝居などであそぶっくのク

リスマス会をお楽しみください。どなたでも参加でき

ます。ささやかなプレゼントも用意していますので、

ぜひお越しください。

日時／12月22日㈭ 午後2時45分から

場所／あそぶっく

●年末年始の休館のお知らせ
年末年始は12月31日㈯から1月5日㈭まで休館しま

す。

なお、12月30日㈮は午後3時に閉館します。

~

はじめてのエアプランツ 鹿島善晴

新編山小屋主人の炉端話　 工藤隆雄

セイボリータルト 森崎繭香

ある夜のダリア 内館牧子

強父論 阿川佐和子

がん六回、人生全快　復刻版 関原健夫

トイレのカメサマ 戸田和代

もしも地球がひとつのリンゴだったら デビットＪ・スミス

おばあさんのしんぶん 松野春野

実 用 書 読 み 物 児 童 書 ・ 絵 本

新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご確認ください。

「学習交流センター　あそぶっく」
●開館時間／午前10時～午後6時
●休館日／月曜日 第4金曜日 祝日 年末年始
5月～8月の水曜日は午後7時まで
☎0136-43-2155 FAX0136-43-2156
http://asobook.sakura.ne.jp/

No.165

「アイヌ刺繍」
あそぶっく趣味の教室『ア
イヌ刺繍は美しい！』に参
加したみなさん。今回は巾
着を制作しました。講師の
先生と一緒に記念撮影

「ブックフェスティバル」
ニセコ小学校体育館で行われた『ブ
ックフェスティバル』。約2,500冊が並
べられ、小学生たちが真剣な眼差し
で本を選びました

本の展示
11／26～12／25 『クリスマス』特集
クリスマスに関するきれいでかわいらしい絵本や、

聖夜にぴったりの物語を紹介します。ぜひお立ち寄り
ください。

趣味の展示
12／1～12／15 刺しゅうなど（三国琴子さん）
12／17～12／29 手芸（手芸の会）

『手軽でたのしいふわかわパステル画』
中村友美著（誠文堂新光社出版）

みなさんはパステルを使って絵を描かれたことはあ
りますか。パステルは色の粉（顔料）を粘着剤と混ぜ、
棒状に固めたもので、描く紙によって趣が変わる画材
でもあります。本書
ではパステルの固さ
にともなう特性や道
具の手入れのほか、
パステル画をうまく
描くための3つのカギ
を紹介しています。

展　示

おすすめ本紹介

新着本紹介
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年
長
・
年
中
の
子
ど
も
た
ち
は
、

自
由
な
発
想
で
空
き
箱
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
を
使
っ
て
制
作
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
先
日
幼
児
セ
ン

タ
ー
に
人
形
劇
の
人
が
き
て
、
牛

乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使

っ
て
楽
し
い
遊
び
や
お
話
を
た
く

さ
ん
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
部

屋
で
も
「
作
っ
て
み
た
い
！
」
と

早
速
年
長
の
子
ど
も
た
ち
が
盛
り

上
が
り
、
ペ
ン
ギ
ン
や
ワ
ニ
作
り

に
挑
戦
。

自
分
で
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
う

れ
し
く
自
信
と
な
っ
て
更
に
遊
び

が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

子育てTopics

空
き
箱
制
作
を

楽
し
ん
で
い
ま
す

かっこいいワニができたよ

倶
知
安
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の

会
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
の
人
が
来
て

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
な
ど
楽
し
い
お
話
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
最

後
ま
で
集
中
し
て
楽
し
そ
う
に
聞

い
て
ま
し
た
。
ま
た
手
遊
び
の
場

面
で
は
親
子
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

絵
本
は
誰
か
に
読
ん
で
も
ら
い
、

耳
で
聞
く
こ
と
で
新
た
な
発
見
が

あ
り
楽
し
さ
も
倍
増
し
ま
す
。
ま

た
、
絵
本
を
通
し
て
言
葉
の
想
像

力
や
、
や
さ
し
い
心
も
育
っ
て
い

き
ま
す
。

幼　児
センター

10月12日

お知らせ

●このページに関する問合せ
ニセコ町幼児センター「きらっと」 担当：青木・佐藤

☎（代表）0136-44-2700 0136-44-2725FAX

何ができるんだろう。たのしみ!!

読
み
聞
か
せ

おひさま

10月27日

このコーナーでは 毎月子育てに関する さまざまな活動や情報を紹介します 
こ
毎
さ

（「おひさま」とは…親子で気軽に遊べて、友だち同士、悩みなど相談できるふれあいの場所です。／幼児センター内）

日時／12月15日㈭

9時30分～11時30分
場所／町民センター
材料費／600円程度
申込み期限／12月12日㈪

日時／12月19日㈪

10時00分～11時30分
場所／町民センター
材料費／1,400円
申込み期限／12月12日㈪

※どちらも託児があります。

★短時間利用児
12月26日㈪ 終業日
12月27日㈫～1月16日㈪ 冬休み
1月17日㈫ 始業日
★長時間利用児
12月30日㈮ 保育納め
12月31日㈯～1月5日㈭ 年末年始休業
1月 6日㈮ 保育初め

★子育て支援センター「おひさま」
12月27日㈫～1月5日㈭ 年末年始休業

幼児センター年末年始などの休業日のお知らせ 子育て講座

12月の「子育て講座」に参加してみませんか？

料理教室

リース作り
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字富士見 河合瑠美子さん
（満78歳） 10月28日

字宮田 田中　房子さん
（満89歳） 11月1日

字本通 荒木　貞雄さん
（満75歳） 11月11日

住民係窓口受付分

月
生
ま
れ

・
12
11

佐藤　輝龍
らいと

くん
（11月3日）字宮田
（翔太さん＝ひかりさん）
「僕､１歳になりました！」

千葉　与
あたむ

くん
（12月22日）字曽我
（展義さん＝夕季さん）
「たくさんニコニコして、たくさん食べて、
大きくなろうね！」

吉村　茉緒
ま お

ちゃん
（11月26日）字有島
（政哉さん＝真由美さん）
「いつも笑顔ありがとう」

■
申
込
み
・
問
合
せ

ニ
セ
コ
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
２
３
４

担
当
＝
久
保
・
四
宮

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
社
会
福

祉
協
議
会
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に

12
月
、
も
う
冬
で
す
ね
。
今
回
は
、

10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に
つ
い
て
少

し
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〇
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
お
い
た
ち

昔
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
る
村
で
１

人
の
牧
師
が
、道
端
の
樫
の
木
に「
与

え
よ
、
取
れ
よ
」
と
書
い
た
箱
を
つ

る
し
て
お
き
ま
し
た
。
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
や
病
人
、
老
人
を
助
け
る

た
め
の
も
の
で
し
た
。

こ
れ
を
見
た
村
人
の
中
で
、
余
裕

の
あ
る
人
は
そ
の
箱
に
い
く
ら
か
の

お
金
を
入
れ
、
困
っ
て
い
る
人
は
箱

の
中
か
ら
必
要
な
だ
け
お
金
を
引
き

出
し
て
役
立
て
ま
し
た
。
こ
の
牧
師

の
精
神
「
〜
た
す
け
あ
い
の
こ
こ
ろ

〜
」
が
現
在
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

○
『
赤
い
羽
根
』
の
由
来
と
は

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
【
赤
い
羽

根
】
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
運
動
開
始
後
２
年
目
の
昭
和
23

年
か
ら
で
す
。
当
時
、
街
頭
募
金
の

寄
付
済
み
の
印
と
し
て
何
を
採
用
す

る
か
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

時
期
に
ア
メ
リ
カ
で
も
社
会
福
祉
の

た
め
の
募
金
活
動
が
行
わ
れ
、
水
鳥

の
羽
根
を
赤
く
染
め
て
使
っ
て
い
る

こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
日
本
で
も

鶏
の
羽
根
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
当
時
の
国
民
感
情
と
し
て
は
、

赤
い
印
を
胸
に
着
け
る
こ
と
は
唐
突

す
ぎ
る
と
難
色
を
示
し
た
人
が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
戦
後
の

世
相
の
中
で
、
明
る
い
心
の
触
れ
合

い
を
求
め
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
感

情
を
と
ら
え
た
の
か
、【
赤
い
羽
根
】
は
、

日
本
国
中
の
人
た
ち
の
胸
に
飾
ら
れ
、

製
造
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
の
大
反

響
が
得
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

○
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
コ

ラ
ボ
グ
ッ
ズ
！

今
シ
ー
ズ
ン
見
事
日
本
一
に
輝
い

た
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

２
０
０
９
年
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
活
動
趣
旨
に
賛
同
し
、「
赤
い
羽

根
サ
ポ
ー
タ
ー
」
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

一
定
額
以
上
の
募
金
に
ご
協
力
頂

い
た
人
に
は
、
お
礼
と
し
て
「
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
×
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
（
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
缶
バ
ッ
ジ
な
ど
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

気
に
な
っ
た
人
は
ニ
セ
コ
町
共
同

募
金
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

字近藤 岩崎　暖磨くん
★11月13日生 （亮治さん＝真子さん）

ごめいふくを

おいのりします

事務局員　四宮　貴仁

楽しい生活は、
健康が一番

ニセコ町社会福祉協議会
☎0136‐44‐2234

四宮事務局員の

Vol.15

社協だより
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報

１
月
３
日
㈫

※
資
源
ご
み
保
管
庫
に
つ
い
て

も
、
12
月
31
日
㈯
か
ら
１
月

５
日
㈭
ま
で
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

﹇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
﹈

１
月
４
日
㈬
か
ら
通
常
ど
お

り
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈯
か
ら

１
月
３
日
㈫

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
町
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
１
９
５
０

﹇
に
こ
っ
と
Ｂ
Ｕ
Ｓ
﹈

年
末
年
始
の
休
業
は
あ
り
ま

せ
ん
。

利
用
時
間
は
午
前
８
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
で
、
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。

■
予
約
電
話
番
号
／

☎
０
１
３
６
‐
43
‐
２
２
０
０

﹇
役
場
・
総
合
体
育
館
・
有
島
記

念
館
﹈

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈯
か
ら

１
月
５
日
㈭

※
戸
籍
関
係
の
届
け
出
は
、
休

業
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

﹇
町
民
セ
ン
タ
ー
﹈

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈯
か
ら

１
月
５
日
㈭

﹇
幼
児
セ
ン
タ
ー
﹈

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈯
か
ら

１
月
５
日
㈭

﹇
ご
み
の
収
集
﹈

年
末
に
出
す
ご
み
は
30
日
㈮

ま
で
の
決
め
ら
れ
た
ご
み
収
集

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈯
か
ら

﹇
医
療
機
関
﹈

【
ニ
セ
コ
医
院
】

■
休
業
日
／
12
月
29
日
㈭
か
ら

１
月
３
日
㈫

【
菊
地
歯
科
】

■
休
業
日
／
12
月
30
日
㈮
か
ら

１
月
４
日
㈬

12
月
29
日
㈭
は
午
前
中
の
み

診
療

【
ニ
セ
コ
歯
科
】

■
休
業
日
／
12
月
29
日
㈭
か
ら

１
月
３
日
㈫

■
歯
科
休
業
期
間
の
当
番
病
院

／
下
表
の
と
お
り

12月号 15

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

﹇
路
線
バ
ス
﹈

一
部
の
便
で
運
行
時
間
の
変

更
や
運
休
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
前
に
各
バ
ス
会
社

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
ニ
セ
コ
バ
ス
／

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
０
１

■
道
南
バ
ス
／

☎
０
１
３
６
‐
22
‐
１
５
５
８

﹇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
﹈

町
内
の
学
校
の
冬
休
み
期
間

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
休
と
な

り
ま
す
。
登
校
時
や
下
校
時
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
い

る
一
般
の
人
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
運
休
期
間
／
12
月
27
日
㈫
か

ら
１
月
15
日
㈰
ま
で

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
０
１

み
な
さ
ん
良
い
お
年
を

年
末
年
始
の
休
業
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

歯科当番医院一覧

※診療時間は午前9時から正午までです

月　　日 担当医院 住　所 電話番号
12月29日㈭ 柏谷歯科医院 倶知安町 0136-22-3708
12月30日㈮ カワバタ歯科 倶知安町 0136-22-6480
12月31日㈯ くにもと歯科医院 倶知安町 0136-23-1971
1月1日㈰ 村山歯科真狩診療所 真狩村 0136-48-2525
1月2日㈪ 蘭越町立歯科診療所 蘭越町 0136-57-5181
1月3日㈫ 中川歯科医院 倶知安町 0136-23-2200



ま
す
。
通
常
、
日
中
か
ら
夜
間

に
降
っ
た
雪
の
除
雪
作
業
を
早

朝
に
実
施
し
、
み
な
さ
ん
の
通

勤
・
通
学
時
間
ま
で
に
は
除
雪

を
終
え
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。・

路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
障

害
と
な
り
ま
す
。
た
っ
た
１
台

で
も
除
雪
作
業
が
で
き
ず
地
域

の
み
な
さ
ん
に
大
き
な
迷
惑
を

掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
一
般
交
通
の
支
障
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
作
業
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

除
雪
作
業
は
大
変
危
険
な
作

業
で
す
。
作
業
中
は
除
雪
車
か

ら
の
視
界
は
狭
く
、
特
に
後
方

は
見
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

注
意
を
払
っ
て
作
業
を
し
て
い

ま
す
が
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す

か
ら
絶
対
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
へ
の
雪
出
し
は
や
め

ま
し
ょ
う

道
路
へ
雪
を
出
す
と
、
道
路

が
凹
凸
に
な
っ
た
り
道
幅
が
狭

く
な
る
な
ど
、
通
行
の
支
障
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
に
時

間
が
か
か
り
、
通
勤
・
通
学
時

間
ま
で
に
除
雪
が
終
わ
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路

へ
の
雪
だ
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
玄
関
前
な
ど
の
除
雪
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

除
雪
車
が
通
過
す
る
と
玄
関

や
車
庫
の
前
に
、
雪
が
残
り
ま

す
。
こ
の
玄
関
前
な
ど
の
除
雪

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
で
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
ご
協

町
で
は
冬
期
間
の
道
路
の
安

全
・
安
心
な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、
除
雪
の
作
業
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
除

雪
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
車
の
出
動
に
つ
い
て
は
、

朝
の
時
点
で
降
雪
量
が
お
お
よ

そ
12
・
５
cm
を
目
安
と
し
て
い

ま
す
が
、
雪
が
降
り
続
い
て
い

る
時
な
ど
は
、
効
率
的
・
効
果

的
に
作
業
を
進
め
る
た
め
、
す

ぐ
に
出
動
し
な
い
場
合
が
あ
り

広報ニセコ16

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

力
く
だ
さ
い

屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
な
ど
が
、

道
路
上
に
落
下
し
た
場
合
に
は
、

人
命
に
関
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
雪
下
ろ
し
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
小
貫
・
橋
本

交通事故

事件

窃盗事件の発生について
10月9日、ホテルの脱衣所ロッカーか
ら現金入りの財布が盗まれる事件が発生
しました。
窃盗事件の発生について
10月16日、無人の野菜売り場から野菜
が盗まれる事件が発生しました。

出会い頭による事故
10月10日、国道のＴ字路交差点にて車
両同士の出会い頭事故が発生しました。

ま ち の 事 件 簿
ニセコ町防犯協会

倶知安警察署　☎0136-22‐0110

く
ら
し
の
情
報

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

町
の
除
雪
作
業
に
つ
い
て

宮坂侑樹の内閣府レポート

東京からこんにちは

みなさんこんにちは、北海道は雪が積もっているので
しょうか。私はスノーボードがとても好きなので、ニセ
コ町が恋しく思います。
先日、全国初の自治体がクラウドファンディング（事

業に必要な資金をインターネットなどを通じて集める手
法）のエリアオーナー（運営者）となった鯖江市に事例
調査に行ってきました。ニセコ町にも参考になる事例だ
と思いますので、ここで紹介させていただきます。
鯖江市は従来から「市民主役のまちづくり」を積極的

に推進し、市民と行政の協同事業に力を入れてきた背景
から、市民や企業・団体などから多くの提案を受けてい
たのですが、資金的な制約からアイデアの実現には限界
がありました。
このような状況のなか、新しい技術や製品の開発に乗

り出そうという個人や企業、まちづくりやコミュニティ
活動などを進めたいという市民や団体などを、資金面で
支援するための新しい手法として、クラウドファンディ
ングに着目し、自らがエリアオーナーとして、地元金融
機関とも連携し、平成26年12月にクラウドファンディ
ングサイト「ＦＡＡＶＯさばえ」を立ち上げました。
市自らがエリアオーナーとして、プラットフォーム

（土台）を整備したことによって、市民が取り組みに挑戦
しやすい環境を整備することができました。
また、金融機関にとっても、マーケットリサーチ（市

場調査）を容易にすることができる点や2次資金の需要
がある点のメリットがあります。
このプラットフォームを通して、22の事業が資金調達

に挑戦し、その全てが資金調達に成功することができま
した。調達された資金総額は2千万円に上り、地域の活
性化につながっています。
調査を行っている中で、自治体が「地域で挑戦をした

い人」たちに挑戦しやすい基盤を整えるという点に感銘
を受けました。

3ヶ月に1回、宮坂侑樹の内閣府レポートをお伝えします。

み
な
さ
ん
に
お
願
い



12月号 17

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

10
月
26
日
に
行
な
わ
れ
た
第

７
回
ニ
セ
コ
町
臨
時
議
会
で
、

副
町
長
に
林
知
己
氏
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ
／
総
務
課
総
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
佐
藤
・
北
野

10
月
26
日
に
行
な
わ
れ
た
第

７
回
ニ
セ
コ
町
議
会
臨
時
会
で
、

菊
地
教
育
長
が
ニ
セ
コ
町
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
第
26
条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
長

就
任
の
宣
誓
を
行
な
い
ま
し
た
。

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
総
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
０
１

担
当
＝
淵
野
・
加
藤

平
成
28
年
度
消
防
設
備
士
講

習
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
消
防
設

備
士
免
状
を
取
得
さ
れ
て
い
る

人
で
、
現
在
業
務
上
使
用
し
て

い
な
い
人
で
も
こ
の
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
講
習
対
象
者
／

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付

を
受
け
た
日
以
後
最
初
の

４
月
１
日
か
ら
２
年
以
内

の
人
で
こ
の
講
習
を
受
け

て
い
な
い
人

②
前
回
受
講
し
た
日
以
後
最

初
の
４
月
１
日
か
ら
５
年

以
内
で
、
こ
の
講
習
を
受

け
い
て
い
な
い
人

③
上
記
①
ま
た
は
②
の
受
講

期
間
を
経
過
し
て
い
る
人

※
受
講
期
間
を
経
過
す
る
と

消
防
法
違
反
点
数（
５
点
）

加
算
、
違
反
点
数
20
点
で

免
状
返
納
と
な
り
ま
す
。

■
講
習
受
付
期
間
／
平
成
28
年

11
月
21
日
か
ら
12
月
14
日
ま

で
■
講
習
実
施
期
間
／
平
成
29
年

１
月
11
日
か
ら
３
月
10
日
ま

で
■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
ろ
く
消
防

組
合
消
防
署
ニ
セ
コ
支
署

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
３
５
４

担
当
＝
大
友
・
綱
渕

町
で
は
新
年
の
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
新
年
交
礼
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
29
年
１
月
６
日

㈮

午
前
11
時
か
ら

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
１
０
０
０
円

■
申
込
期
限
／
12
月
19
日
㈪

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
総
務
課

総
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
佐
藤
・
北
野

９
月
５
日
㈪
に
実
施
し
ま
し

た
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
は
、

80
人
の
受
診
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
全
員
異
常
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

づ
く
り
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
黒
萩
・
上
仙

忙
し
く
な
る
年
末
年
始
は
、

外
出
す
る
機
会
も
増
え
、
火
に

対
す
る
注
意
力
が
低
く
な
り
や

す
い
時
期
で
す
。
火
を
使
っ
た

後
や
、
外
出
前
、
就
寝
前
に
は
、

火
の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
だ

け
を
残
し
て
の
外
出
は
、
で
き

る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

狭
い
道
路
や
消
火
栓
・
防
火

水
槽
周
辺
で
の
駐
車
は
、
火
災

発
生
時
に
消
火
活
動
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
ろ
く
消
防

組
合
消
防
署
ニ
セ
コ
支
署

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
大
友
・
綱
渕

菊
地
教
育
長
の
宣
誓

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

林
知
己
氏
副
町
長
就
任

注
　
意

年
末
年
始
も

火
の
始
末
は
確
実
に

受
講
し
ま
し
ょ
う

消
防
設
備
士
講
習
に
つ
い
て

ご
参
加
く
だ
さ
い

平
成
29
年
新
年
交
礼
会

健
　
康

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
結
果

宣　誓　

私は、就任にあたり教育長の職務とその重責を自覚するとと

もに、その職が町民の信託によるものであることを深く認識し、

ニセコ町の教育振興と未来を担う子どもたちの確かな成長を支

えるために誠心誠意努力してまいります。

ここに日本国憲法により保障された自治権の一層の拡充とニセ

コ町まちづくり基本条例の理念の実現に向けて、教育を通じて

誠実かつ公正に職務を執行することを固く誓います。

平成28年10月26日　

ニセコ町教育委員会教育長　菊地　博

宣　誓　

私は、就任にあたり教育長の職務とその重責を自覚するとと

もに、その職が町民の信託によるものであることを深く認識し、

ニセコ町の教育振興と未来を担う子どもたちの確かな成長を支

えるために誠心誠意努力してまいります。

ここに日本国憲法により保障された自治権の一層の拡充とニセ
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平
成
28
年
11
月
19
日
か
ら
、

平
成
32
年
11
月
18
日
ま
で
の

任
期
と
な
り
ま
す
。
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■
利
用
料
／
月
額
６
０
０
０
円

※
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上

の
児
童
を
利
用
さ
せ
る
場

合
は
、
第
２
子
を
月
額
の

半
額
、
第
３
子
以
降
は
免

除
に
な
り
ま
す

（
別
途
、
保
護
者
の
会
会
費

が
か
か
り
ま
す
）

■
利
用
条
件
／
保
護
者
（
同
居

の
成
人
す
べ
て
）
が
次
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
こ
と

・
昼
間
、
住
宅
外
で
常
に
働
い

て
い
る
こ
と

・
昼
間
、
住
宅
内
で
子
ど
も
と

離
れ
、
日
常
の
家
事
以
外
で

常
に
働
い
て
い
る
こ
と

合
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す

■
そ
の
他
／
こ
ど
も
館
で
の
活

動
や
申
込
書
の
記
載
方
法
な

ど
、
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限
／
12
月
26
日
㈪

■
申
請
書
提
出
先
／
保
健
福
祉

課
福
祉
係

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
保
健
福

祉
課
福
祉
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
佐
々
木
・
工
藤

・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も

な
い
こ
と

・
病
気
や
ケ
ガ
で
療
養
中
か
精

神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ

る
こ
と

・
長
期
に
わ
た
る
病
気
や
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ

る
同
居
の
親
族
を
常
に
介
護

し
て
い
る
こ
と

・
震
災
な
ど
災
害
の
復
旧
に
あ

た
っ
て
い
る

■
利
用
判
定
／
提
出
さ
れ
た
書

類
を
審
査
し
、
60
人
を
利
用

児
童
と
し
て
決
定
し
ま
す
。

※
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
や
、
利
用
の
条
件
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

申
込
用
紙
や
雇
用
証
明
書
の

用
紙
な
ど
は
、
保
健
福
祉
課
ま

た
は
こ
ど
も
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
平
成
29
年
４
月
に
新

１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
が
い

る
ご
家
庭
に
は
、
別
途
通
知
を

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
対
象
児
童
／
平
成
29
年
４
月

１
日
時
点
で
町
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
児
童

■
定
員
／
60
人く

ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

ニ
セ
コ
こ
ど
も
館
で
は
、
平

成
29
年
４
月
か
ら
利
用
す
る
児

童
を
募
集
し
ま
す
。
利
用
を
希

望
す
る
児
童
の
保
護
者
は
、
次

の
利
用
条
件
を
承
知
の
う
え
、

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
保
育
す
る
こ
と
が
難

し
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
雇

用
証
明
書
な
ど
）
を
つ
け
て
、

保
健
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

現
在
、
こ
ど
も
館
に
利
用
中

の
お
子
さ
ん
が
引
き
続
き
利
用

す
る
場
合
も
手
続
き
が
必
要
に

募
　
集

ニ
セ
コ
こ
ど
も
館
利
用
児
童

弁護士費用特約をご存知ですか？
例年になく降雪が早かったせいか、積雪時の自動車

運転に慣れていないドライバーによる交通事故が各地
で多発しています。当事務所でも交通事故の案件が増
えています。交通事故は、たとえケガをすることがな
く自動車が破損した物損事故だけであっても、大変ス
トレスが大きいものです。自動車保険を使おうか、そ
れとも自費で直そうか。過失の割合はどのくらいなの
か…。
交通事故の中でも最も多いトラブルのひとつは、過

失割合です。信号などで停まっているときに後方から
衝突されたなどの場合でもない限り、走行している車
同士では必ずといっていいほど双方に過失があると認
定されます。過失割合についての交渉がまとまらない
場合は、訴訟を起こして裁判所で争わなければならな
いこともあり、自分で訴訟を起こすことが難しければ
弁護士などに依頼をしなければならなくなります。た
だ、たとえば、自動車の修理額が5万円程度なのに弁
護士を頼んで訴訟するとなれば、かえって弁護士費用
の方が高くなってしまうのではないかとの心配があり
ます。そんなとき、弁護士費用特約に加入していると
安心です。弁護士費用特約は、自動車任意保険に付い
ている特約で、自分が自動車事故の被害者になった場
合に弁護士に相談したり、依頼したりする場合の弁護
士費用を保険でまかなうことができるという制度で
す。しかも、弁護士費用特約をつけても保険料が大幅
に上がることはなく、この特約を使用しても保険の等
級は上がらないのが一般的です。先ほどの5万円の修
理費でも、特約があれば保険から弁護士費用が支払わ
れるので心配が要りません。弁護士費用特約も保険会
社によって内容は異なるようなので、まずは比較して
万が一の場合に備えたいものです。

佐藤弁護士の

くらしのお悩み解決します！

パークフロント法律事務所ニセコ事務所／
ニセコ町字本通141番地

☎0136-44-3800 FAX0136-44-3801

クリーンステーション

犬を放さないで！
犬を放し飼いにすると、他人の敷地に入り込んで

糞をしたり、人や他の飼い犬に危害を加えるなど、
飼い主のいないところでは思いもよらない行動をと
ることがあります。犬が苦手な人にとっては、つな
がれていない犬は大変恐ろしいものです。夜間、早
朝などに犬を放すこともいけません。散歩の時は、
きちんと引き綱を付けてください。
放れている犬や迷い犬を発見した場合は、役場町

民生活課までご連絡ください。
犬の散歩中の糞は…
犬を散歩に連れて行くときはビニール袋等などを

持って行き、糞は必ず持ち帰りましょう。おしっこ
も、家の玄関先などでさせないようにするのも当然
のマナーです。
動物を飼うときは、ルールとマナーを守って家族

の一員として責任を持って飼いましょう。

犬の飼い方「ルールとマナー」

■問合せ／町民生活課生活環境係
☎0136-44-2121 担当＝中村
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

祉
、
道
路
、
年
金
、
登
記
、

郵
便
・
貯
金
、
雇
用
保
険
、

役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

■
日
時
／
12
月
15
日
㈭

午
前

10
時
〜
12
時

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談
委
員
／
大
道
政
彦

さ
ん
（
字
有
島
）

※
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
２

年
間
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
２
７
７

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
町
民

生
活
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
大
久
保
・
横
山

年
金
に
つ
い
て
相
談
を
希
望

す
る
人
は
、
年
金
手
帳
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。

■
開
催
日
時
／
12
月
20
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

■
場
所
／
倶
知
安
町
後
志
労
働

福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
料
／
無
料

■
問
合
せ
・
予
約
先
／
小
樽
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
１
３
６
‐
65
‐
５
０
０
２

ニ
セ
コ
・
コ
ー
ル
ブ
ー
ケ
は

結
成
14
年
目
を
迎
え
た
女
声
コ

ー
ラ
ス
で
す
。
現
在
17
人
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

次
の
発
表
会
に
向
け
新
し
い

曲
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

歌
う
の
が
好
き
な
人
、
こ
の

機
会
に
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

歌
声
で
、
脳
を
活
性
化
し
、

腹
式
呼
吸
で
ウ
エ
ス
ト
の
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
間
違
い
な
し
！
団

員
一
同
み
な
さ
ん
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
毎
週
水
曜
日
　
午
前

10
時
か
ら
11
時
30
分

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
会
費
／
月
２
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
　
木

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
５
１
９

マ
キ
ノ
・
ニ
セ
コ
交
流
会
で

は
、
滋
賀
県
旧
マ
キ
ノ
町
（
現

：

高
島
市
）
と
の
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
年
は
11
月
に
高

島
市
マ
キ
ノ
地
区
か
ら
視
察
訪

問
団
の
受
け
入
れ
、
来
年
度
は

ニ
セ
コ
か
ら
マ
キ
ノ
地
区
を
訪

問
し
親
交
を
深
め
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
会
員
と

な
っ
て
友
好
都
市
高
島
市
と
の

親
交
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
年
会
費
／
１
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
マ
キ
ノ
・
ニ
セ
コ

交
流
事
務
局
（
総
合
体
育
館

内
）

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
高
瀬
・
樋
口

土
地
や
建
物
の
相
続
や
遺
言
、

借
り
た
お
金
の
支
払
い
な
ど
の

問
題
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
悩
み
は
法
律
で
解
決
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
談

内
容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
相
談
下
さ
い
。

（
他
町
村
で
も
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
会

場
や
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
日
時
／
12
月
の
第
１
・
第
３

火
曜
日
　
13
時
か
ら
14
時
30

分
■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
相
談
料
／
無
料
（
電
話
予
約

制
・
相
談
時
間
１
人
30
分
間
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
民
生

活
課
町
民
生
活
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
大
久
保
・
横
山

12
月
15
日
㈭
は
定
例
行
政
相

談
の
日
で
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国

の
役
所
や
公
団
な
ど
が
行
っ
て

い
る
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
苦
情

や
意
見
、
要
望
な
ど
を
行
政
相

談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容
／
老
人
保
健
・
福

マ
キ
ノ
・
ニ
セ
コ
交

流
会

小
樽
年
金
事
務
所

年
金
相
談
所
の
開
設

相
　
談

悩
み
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か

無
料
法
律
相
談
会

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

定
例
行
政
相
談
の
日

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

ニ
セ
コ
・
コ
ー
ル
ブ
ー
ケ

空き室があります
情報　　　　 平成28年11月15日現在

町営
住宅に

●受付期間／12月１日㈭～12月15日㈭

●入居資格・申込方法／
詳しくはお問い合わせください
■住宅情報に関する問合せ／建設課住宅管理係

☎0136-44-2121 担当＝石橋・稲辺

本通Ａ団地
7号棟

新有島団地
2号棟

公営住宅
（世帯用）

公営住宅
（世帯用）

２ＬＤＫ
（63.36m2）
昭和56年
建設

３ＬＤＫ
（61.99m2）
昭和62年
建設

1戸

1戸

種　類 団地名 形　式 構造 戸数 駐車場家 賃 目 安
最 低 ～ 最 高

簡易耐火構造
平屋建

耐火構造
２階建

9,700円～
115,100円
（収入で変動）

10,200円～
45,600円
（収入で変動）

駐車
スペース
有

駐車
スペース
有
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い
■
問
合
せ
／
国
際
交
流
ニ
セ
コ

F
R
IE
N
D
S

事
務
局
（
役
場

企
画
環
境
課
）

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
エ
マ
ヌ
エ
ル

ニ
セ
コ
町
に
在
住
の
小
中
高

校
生
と
ニ
セ
コ
高
校
へ
通
学
す

る
生
徒
は
、
昨
年
か
ら
ニ
セ
コ

町
内
の
ス
キ
ー
場
の
協
力
を
頂

購
入
希
望
の
人
は
、
総
合
体

育
館
に
購
入
者
の
写
真
を
持
参

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

総
合
体
育
館
で
シ
ー
ズ
ン
券

購
入
の
引
き
換
え
券
を
発
行
し

ま
す
の
で
そ
の
引
換
券
を
持
っ

て
各
ス
キ
ー
場
で
シ
ー
ズ
ン
券

を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
松
澤
・
小
貫

き
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン

券
を
格
安
で
購
入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
ス
キ
ー
場
で
は
、
既

に
シ
ー
ズ
ン
券
の
販
売
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

小
学
生
は
３
〜
５
千
円
、
中

学
生
は
５
〜
８
千
円
、
高
校
生

は
８
千
円
〜
１
万
円
で
シ
ー
ズ

ン
券
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ぜ
ひ
、
シ
ー
ズ
ン
券
を
購
入

し
て
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

英
語
で
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
楽

し
め
ま
す
。
英
語
が
初
心
者
の

人
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
／
土
曜
日
開
催：

12
月

17
日
㈯
、
１
月
21
日
㈯
、
２

月
18
日
㈯

午
前
10
時
か
ら

午
後
０
時

火
曜
日
開
催：

12
月
６
日
㈫
、

１
月
10
日
㈫
、
２
月
７
日
㈫

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
み
／
各
開
催
日
前
日
の

15
時
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

「
ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
と

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
正
体
」

ド
イ
ツ
出
身
の
国
際
交
流
員

が
ク
リ
ス
マ
ス
と
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
の
由
来
を
話
し
ま
す
。
発

表
後
は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
作
る
焼
き

ア
ー
モ
ン
ド
と
ク
リ
ス
マ
ス
紅

茶
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
12
月
18
日
㈰

午
後

１
時
〜
３
時

■
場
所
／
中
央
倉
庫
群
　
旧
で

ん
ぷ
ん
工
場

■
参
加
費
・
申
込
み
／
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
無
料
・
申

込
み
不
要
）

カ
フ
ェ
（
３
０
０
円
・
申
込

み
必
要
、
12
月
14
日
㈬
ま
で

受
け
付
け
）

■
問
合
せ
／
国
際
交
流
ニ
セ
コ

F
R
IE
N
D
S

事
務
局
（
役
場

企
画
環
境
課
）

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
エ
マ
ヌ
エ
ル

「
英
会
話T

a
lk

」

英
語
の
授
業
で
は
な
く
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

ス
キ
ー
場
と
町
が
応
援

ス
キ
ー
リ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
券

ス
ポ
ー
ツ

ニセコ町国営農地再編整備事業
促進期成会レター　Vol.46

地区推進委員会とは、事業を円滑に推進するために、町

内各地区（8地区）において受益者と関係者で様々な課題

や計画について協議する場として組織しています。今回は、

10月11日から10月21日まで全8地区で開催され、計

51人の受益者が出席しました。

委員会では小樽開発建設部から平成29年度に工事の施

工を予定しているほ場の説明や今までに課題となっていた

内容の説明がされ、その後、意見交換、質疑応答が行われ

ました。

これからも来年度以降の計画的な事業実施に向けて、中

央省庁への要請活動なども実施し、一層強力に運動を推進

していきます。

■問合せ 国営農地再編整備事業促進期成会事務局

（国営農地再編推進室内）

☎0136-44-2121 担当＝辻・鶴間

地区推進委員会を開催しました

整備面積：1490ha
事業期間：平成26年から

10年間（予定）

宮田地区推進委員会のようす

近藤地区推進委員会のようす



私
た
ち
の
社
会
は
、
近
年

﹁
長
期
経
済
低
迷
﹂
と
﹁
格
差

の
拡
大
﹂
と
い
う
大
き
な
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
国

が
進
め
る
地
方
創
生
は
、
地

方
の
﹁
稼
ぐ
力
﹂
が
重
要
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

経
済
は
、
お
金
儲
け
の
た
め

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
や
社
会
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
も

の
で
す
。
戦
後
の
日
本
は
、

農
山
漁
村
の
人
口
が
急
減
し
、

大
都
市
へ
の
人
口
流
入
が
続

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
社
会

を
是
正
す
る
た
め
に
誕
生
し

た
改
革
が
こ
れ
ま
で
の
中
央

集
権
か
ら
、
住
民
主
役
の﹁
地

方
分
権
﹂
社
会
へ
の
移
行
で

し
た
。
最
近
は
、
こ
の
﹁
地

方
分
権
﹂
が
忘
れ
去
ら
れ
、

全
て
を
国
が
決
め
る
﹁
中
央

集
権
﹂
に
逆
戻
り
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
新
し
い

年
は
、
ニ
セ
コ
町
の
相
互
扶

助
の
理
念
に
基
づ
き
﹁
人
を

大
切
に
す
る
地
域
経
済
﹂
の

確
立
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。ニ

セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

こんにちは

町長です

12月号 21

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

人
を
大
切
に
す
る
経
済

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

ニ
セ
コ
町
の
ス
キ
ー
環
境
を
子

ど
も
の
時
か
ら
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
初
心
者
向
け

の
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
ス
キ
ー
に
必
要

な
道
具
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
ウ
ェ
ア
ー
や
ブ
ー
ツ
の

着
方
、
履
き
方
か
ら
始
ま
り
、

歩
行
や
リ
フ
ト
乗
車
、
緩
斜
面

の
滑
走
な
ど
の
初
心
者
向
け
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
初
め
て
ス
キ
ー
を
始
め

る
、
も
し
く
は
ス
キ
ー
が
苦
手

な
子
ど
も
た
ち
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
プ
ル
ー
ク
ボ
ー
ゲ
ン

（
八
の
字
）で
一
人
で
斜
面
を
滑

走
で
き
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は

参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
16
日
㈮

午
後

７
時
〜
８
時
　
用
具
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
保
護
者

向
け
）

１
月
11
日
㈬

午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
ブ
ー
ツ
の

履
き
方
や
歩
き
方
な
ど

１
月
12
日
㈭
、
13
日
㈮

午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

斜
面
の
滑
り
方
な
ど

■
場
所
／
12
月
16
日
　
総
合
体

育
館
会
議
室

１
月
11
日
　
総
合
体
育
館
前

駐
車
場

１
月
12
、
13
日
　
ニ
セ
コ
ア

ン
ヌ
プ
リ
国
際
ス
キ
ー
場

■
対
象
／
ニ
セ
コ
町
内
在
住
の

小
学
生
で
、
ス
キ
ー
が
初
め

て
の
子
ど
も
や
ス
キ
ー
が
苦

手
な
子
ど
も

■
参
加
費
／
無
料

※
た
だ
し
12
、
13
日
の
リ
フ

ト
乗
車
券
は
自
己
負
担
で

す

■
申
込
み
／
12
月
15
日
㈭
ま
で

に
総
合
体
育
館
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
民
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
松
澤
・
小
貫

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

子
ど
も
初
心
者
の
ス
キ
ー
教
室

ス
ポ
ー
ツ

●工事や委託業務、物品購入などの契約結果をお知らせします。
●9月8日から10月6日までに行われた入札や随意契約は

次のとおりです。
※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです。

契約結果を公表します

平成28年度公共下水道汚水管渠清掃委託業務
予定価格：817,560円 契約金額：788,400 円
落 札 率：96.4％
契約相手：㈲塚越産業

自治創生の

部屋へようこそ

役場企画環境課の金井です。10月に行った地域づく

りセミナーは、首都大学東京都市教養学部の山下祐介准

教授を講師にお招きしました。

山下先生には、町民の「こころ」や「くらし」の目線

から人口減少を捉えながら、「地方創生の正体」を解説

いただきました。また、多くの移住者が活躍するニセコ

町民の多様性を生かすには、移住者と元々町内に住んで

いた人とをつなぐコーディネーターが必要とのご提言を

いただきました。

私自身や地域おこし協力隊のような外部人材には、町

民同士をつなぐコーディネーターの役割も期待できるよ

うに感じました。また、今後、町民同士がつながる継続

的なネットワークを構築できれば、ニセコ町の自治創生

は、地方創生人材支援制度の活用後も自走できるのかも

知れません。

金井参事の

■問合せ／企画環境課自治創生係　☎0136-44-2121

担当=金井・馬渕



★総合体育館の一般開放は
毎週水曜日、土曜日と日曜日です。
水曜日…午後7時から午後9時
土曜日…午前9時から午後9時
日曜日…午前9時から午後5時

5 6㈮ ㈯

広報ニセコ22

●ちいさいおうち／

：10:30〜

●乳幼児健診／　：

13:30〜

●あそぶっくらぶ／

：14:45〜

●寿大学学習会／　：

10:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●ニセコ雪崩ミーティ

ング／町：18:00〜

●議会報告・意見交換

会／町：18:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●国際交流イベント／

：13:00〜

くらしの情報p20参照

●ちいさいおうち／

：10:30〜

●あそぶっくクリスマ

ス会／　：14:45〜

あそぶっくだよりp12参照

●ちいさいおうち／

：10:30〜

●健康運動教室／　：

14:00〜

●スクールバス運休

（1月15日まで）

くらしの情報p15参照

●役場仕事納（役場、

総合体育館、有島記念

館、幼児センターは1

月5日まで休み）

くらしの情報p15、

にこにこ広場p13参照

●ごみ収集休止

●デイサービスセンタ

ー休業

●町民センター休館

（1月5日まで）

くらしの情報p15参照
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あそぶっく休館日
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●定例行政相談／　：

10:00〜

くらしの情報p19参照

●ちいさいおうち／

：10:30〜

●第8回町議会定例会

（予定）／　：10:00〜

●ラジオニセコ割込放

送／　：11:50〜

●育児セミナー／　：

10:00〜

●まちづくり懇談会／

福井地区コミュニティ

センター：15:00〜

●放課後子ども教室／

こ：13:30〜

1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 1/7㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

●夜間・休日の救急・急病対応

倶知安厚生病院
☎0136-22-1141

●急患受付
365日24時間対応

＝役場 ＝幼児センター ＝西富地区町民センター
＝運動公園 ＝総合体育館 ＝有島記念館
＝あそぶっく ＝町民センター ＝こども館

12月
DECEMBER

の納期
です

12月は

納期限は26日（月）
※口座振替をご利用の人は、残高の確認をお願いします

■町道民税・国民健康保険税の問合せ／税務課
■後期高齢者医療保険料の問合せ／保健福祉課

いずれも☎0136-44-2121

町道民税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

第4期
第7期
第6期



広報ニセコでは行事などで写真を撮
影しています。
広報誌に掲載されたものなど、写真
のデーターを無料でお渡しできます
ので、希望する人はぜひ広報広聴係
へお問合せください。

今月の記事でお知らせできなかった、
みなさんの笑顔や表情を写真でおとどけします。

編

集

後

記
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今
年
は
冬
の
到
来
が
早
く
、
雪
を
待
ち
わ

び
て
い
た
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
は
、
最
高

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
ニ
セ
コ
初

心
者
の
私
に
は
、
雪
と
の
戦
い
で
、
早
起
き

し
て
除
雪
作
業
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
も
体
力
が
付
き
、
お
ま
け
に
薪
ス
ト
ー
ブ

の
炎
を
見
て
心
が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
ア
ン
ヌ
プ
リ
か
ら
眺
め
る
冬
の

羊
蹄
山
の
姿
は
絶
景
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、

何
と
か
写
真
に
収
め
、
み
な
さ
ん
に
腕
の
い

い
と
こ
ろ
を
披
露
（
自
慢
）
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
周
り
か
ら
の
「
景
色
が
い
い
の

で
誰
で
も
撮
れ
る
」
と
の
声
は
、
も
ち
ろ
ん

無
視
し
ま
す
。

（
ひ
）

立
派
な
ネ
ギ
が
と
れ
た
よ
！

ネ
ギ
を
手
に
す
る
山
崎
瑠
毅
斗

る

き

と

く
ん

（
字
中
央
通
）

今
月
の
表
紙

測定日 11月15日までの

1ヵ月間

最高値　0.048μGy/h

最低値　0.030μGy/h

平均値　0.035μGy/h

※空間放射線量率は平常レ
ベルです

町内の放射線量の状況 人の動き（10月末現在）
人口 4,924
（前月比－10）
男 2,484
（前月比 －8）
女 2,440
（前月比 －2）
世帯 2,432
（前月比 －8）

うち外国人 170
うち外国人世帯 106
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